
 令和３年度 

 第２回岩村地域自治区運営協議会役員会 
 

                  日 時 令和３年７月 16 日（金）19 時 30 分 

                     場 所 岩村コミュニティセンター大会議室 

 

１．会長あいさつ  

２．服部市議あいさつ 

３．議事 

  ①まちづくり懇談会の報告等について  

    

②ふるさとえな応援寄付金の活用について  

  

  ③市長等への要望について 

    

  ④令和４年度ふるさとえな応援寄付金活用事業の公募について 

  

  ⑤令和４年度地域のまちづくり補助金申請事業の公募について  

    

  ⑥ＷＲＣに関する地域イベントの開催について ※資料なし 

   開 催 日：11 月 14 日（日）  

   警備ボランティア及び地域イベントの開催 

         

４．連絡・報告事項 

  ①恵那太陽光発電所（飯羽間）について ※資料なし 

 

     

次回の会議  ８月  日（  ）午後７時 30 分～   
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令和３年度 岩村地域自治区まちづくり懇談会 
<記録>  

 

１．日 時 令和３年７月 15 日(木)  9 時 00 分～11 時 50 分 

２．場 所 ①視察 岩村城跡、岩村城址公園・岩村歴史資料館、重伝建地区、 

旧岩村振興事務 

②懇談 旧岩村振興事務所中会議室 

３．出席者 市側： 小坂市長、大塩副市長、安藤まちづくり企画部長、熊谷ま 

          ちづくり企画部次長、地域振興課岡庭係長、秘書係 2名 

      岩村： 西尾会長、山村副会長、佐々木副会長、鈴木繁生、松井 

          宏次、鈴木隆一、服部紀史市議 

          事務局：福平、山辺、川原 

４．視察内容 

  岩村城跡出丸駐車場 ⇒（徒歩）⇒ 本丸 ⇒（徒歩）⇒ 六段壁 ⇒（徒

  歩）⇒ 下田歌子勉学所周辺 ⇒（徒歩）⇒ 弁財天周辺 ⇒（徒歩）⇒  

  歴史資料館 ⇒（徒歩）⇒ 民俗資料館 ⇒（徒歩）⇒ 下田歌子勉学所 

   ⇒（車）⇒ 庚申堂 ⇒（徒歩）⇒旧岩村振興事務所 

 

  

 

５．懇談会 

 ①開会   山村副会長 

 ②あいさつ 西尾会長 

       小坂市長  新型コロナワクチン接種 65歳以上はほぼ完了 

             ワクチン接種が終了すれば観光に力を入れられる。 

 ③自己紹介 出席者全員（地域自治区→市議→市出席者→事務局） 

 ④懇談 



 

 ◆岩村城跡 

  ・岩村町では岩村城跡、重伝建地区、日本一の農村風景、郷土の先人の 4つ 

が誇り 

・岩村城跡の国史跡指定に向けた取り組みができないかと考える。 

 

 ◆城址公園 

  ・城址公園からお城に登ってもらうように誘導したいが、国道からの案内看 

板がなく、看板の設置を要望したい。 

・城址公園は観光の材料が豊富で、リニアを見据えた魅力あ るスポットに 

できる。 

・歴史資料館駐車場を舗装し、有料駐車場としたい。 

・歴史資料館の展示を魅力ある展示にしてほしい。 

・三好学碑の周辺に三好学にまつわる桜の植樹をしたい。 

・キャンプ場を再整備し、管理等に 2名ほどの管理人を配置して城址公園の 

管理をしたい。 

 

 ◆重伝建地区   

    ・重伝建地区に認定されてから 22年が経つ。世代交代して空き家が増えて 

いるため、今後の維持が問題となっている。 

・世代交代で家主の重伝建に対する考え方が変わってきている。また、職員 

の考え方にも昔と今で温度差を感じる。 

   ・まちなみ保存会が年 2回ほど情報誌を出している。全国的に重伝建地区の 

空き家問題がある。重伝建地区住民の意識改革が必要。子どもの頃から 

の教育が必要で、学校教育に取り入れてもらいたい。 

  ・空き家を市の財産として買い上げ活用できないか。 

  

◆商店街の振興   

 ・新型コロナウィルス関連対策としての「カッとくチケット 」の発行に感 

  謝している。 

・40～50年前は商店がたくさんあった。 

・岩村にはお客を呼べる大きな財産が有る。お客が来れば商売をやりたい人 

 が出てくるので、そういう商店街にしたい。 

・岩村は「半分青い」のロケ地として多くの方が訪れた。リピーターを増や 



すような作戦が必要。桝形を中心に昭和から江戸の雰囲気を出すように 

したい。 

 

 ◆旧岩村振興事務所  

  ・恵那市は「生涯学習都市宣言」と「健幸都市宣言」をしている。恵那市の 

推進すべき生涯学習を旧岩村振興事務所の庁舎で行っていただきたい。 

・市でサテライトキャンパス構想を策定していると聞くが、学びの場所は旧 

岩村振興事務所を活用してほしい。 

  ・旧岩村振興事務所は面積的に広く使いやすい。 

・岩村以外の文化遺産をここに集めて展示したり、恵那市の先人の拠点施設 

として活用していただきたい。 

  ・旧岩村振興事務所の活用について、昨年岩村地域自治区から提言を行った 

が、その後の進捗状況は？ 

 

 ◆自治会未加入問題   

  ・岩村町は自治会加入率が低く、以前恵那市内で一番低いという情報を聞 

き、自治会未加入者をどうやって加入させるか方法を教示願いたい。昔 

はさまざまな行事があったり懇親会があったりしたが、こうしたメリッ 

トが少なくなくなってきている。 

  ・自治会のデメリットが多いことと自治会の必要性についての認識が薄い。 

 

 ◆2021 ふるさとの夏実行委員会からの PR 

   ・人づくりを目的に 2021 ふるさとの夏実行委員会を立ち上げ岩村 PV、花火 

など取り組んでいる。 

・若い人のまちづくり参加が少なく、同じ人が行っているのが現状で、次の 

担い手を作っていくための取り組みとして行っている。 

・この実行委員会のやり方として、日時や場所を決めた従来の会議ではな 

く、ライン上でいつでもどこでも参加できる気軽な形式の会議として行っ

ている。 

 

 ⑤市長お礼のあいさつ 

  ・城址公園の整備について、構想を具体化していただきたい。 

  ・重伝建地区について、人が来て商売が成り立つわけで、イオンやバローは

   テナントを入れた全体の相乗効果で商売を行っている。商店街ではまちの



   テナントを入れた全体の相乗効果で商売を行っている。商店街ではまちの

   魅力を高める取り組みが必要と考える。この取り組みついて必要があれば 

担当課の職員に入ってもらう。 

  ・旧岩村振興事務所の活用について、岩村地域自治区運営協議会からの提言 

を取り入れた形で進めたいと考えている。 

  ・自治会未加入問題について、市として自治会に加入してほしいと考えてい 

る。広報等を通じて協力していきたい。 

  ・城下町ホットいわむらの取り組みついて、まちづくりは人づくりであると 

考えている。市として協力できることがあれば協力していきたい。 

  ・岩村は恵那市が誇るべき観光地と考えている。11月にＷＲＣが開催され 

るが、世界に情報発信するまたとない機会である。岩村はリエゾン区間 

としてラリーカーが走行するが、地域での協力をお願いしたい。 

 

 ⑥閉会  佐々木副会長 
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岩村地域自治区運営協議会 様                     令和３年７月１６日 

２０２１ふるさとの夏実行委員会 

                          委員長  佐々木繁典 

2021 ふるさとの夏実行委員会設立について 

 初夏の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

本年度も新型コロナウイルスの感染拡大防止対策により、町内各種行事・イベントが中止となり、

岩村の夏の風物詩ともいえる「いわむら変装行列」「ザ・縁日」「薪能」も中止が決定致しました。 

まだまだコロナ収束とは言えない状況下ではありますが、こうした時期だからこそ実施できる事

業を考え、推進していこうと現在準備を進めています。 

お祭りもなくストレスを感じている子供たち、交流や親睦が途絶え刺激のない日常を過ごしてい

る地域の皆さん、お盆に帰省できない地元出身の皆さんに、少しでも“ふるさとの夏”を感じてもら

うことを趣旨としています。 

現在、３つの事業を計画しております。各分野で協力していただきたい方にお知らせし『2021

ふるさとの夏実行委員会』として実施していきたいと思います。 

この趣旨にご理解いただきご支援ご協力のほど、宜しくお願い申し上げます。 

 

実行委員会の設立と事業内容について 
・コロナ禍による岩村のまちづくり事業として実施する。 

・城下町ホットいわむら・商工会青年部を中心に有志を募った実行組織として行い、 

来年以降に繫げていけるような事業として取り組む。 

1 子供縁日 『岩村の子供たちに今年の夏の思い出を』  7 月３１日（土）15 時～  

本通りを活用し岩村の子供たちを対象に、ひと昔前に子供たちが楽しんだお祭り（遊び）を体験

してもらう縁日（大規模な事前告知活動は避ける）  

2 2021 いわむらプロモーションビデオの配信 『ふるさと宅配便』８月１３日（金）２０時～  

毎年８月１３日のザ・縁日に合わせて帰ってきていた岩村出身の皆さんが、昨年に引き続き

コロナ禍により帰省を自粛せざるを得ない状況となっています。そんな中で、今年のふるさ

との風景や出来事など、地域皆さんの様子をまとめたプロモーションビデオを配信し、ふる

さとの夏を満喫してもらうことを目的とします。 

また、近年ふるさと納税で使い方を岩村のまちづくり活動に応援してくださっている皆さん

に、視聴してもらいたいと考えている。 

・５月～８月上旬に撮影した岩村の風景や事業 

・地域の皆さんの自己 PR など 

・ふるさと創生花火のテーマ【希望に乗せて】に基づいたビデオメッセージ 

3 2021 ふるさと創生花火（第 27 回） 『希望を乗せて』 ８月１３日（金）２０時 10 分頃 

打ち上げ場所付近で撮影し、ライブ配信を行う（YouTube など） 

岩村で花火が見れない方のために、スマートフォンを視聴しながらふるさと創生花火を満喫して

もらう。（打ち上げ場所で来場者が集まらないように、道路を封鎖し交通規制を行う）  
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歳入 単位：円

項目 金額 備考

一二三会 150,000

団体・一般　協賛金 430,000

ふるさと応援寄付金 500,000

城下町ホットいわむら 500,000

計 1,580,000

歳出 単位：円

項目 金額 備考

手数料 11,000 煙火消費許可申請／道路通行止許可申請

食糧費 50,000 @1,000円×50名　※お茶込み

委託料 1,493,000 花火打ち上げ委託料

広報 10,000 チラシ作成費

予備費 16,000

計 1,580,000

予備費で対応予定のもの
　ふるさと宅配便
　　*伊藤一樹さんに「希望」の字を書いてもらう
　ふるさと創生花火
　　*花火撮影用のカメラの電池

2021「ふるさと宅配便」　「ふるさと創生花火」　収支予算書
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市長等への要望について 

 
１．要望事項の確認 

  
【市関係】 

 ①岩村城跡保存整備 （要望書案あり） 

 ②岩村城址公園の整備 （要望書案あり） 

 ③旧岩村振興事務所の整備・活用 

  ④重要伝統的建造物群保存地区の保存・整備 

  ⑤岩村振興事務所庁舎環境の充実 

 ⑥水晶山周辺文化遺産の保存 

    
 【県関係】 

  ①河川の浚渫  

     
２．要望時期 

 
  令和 3 年 月  頃 

 
３．出席予定者 

  <        > 

  <        > 

  <        > 

  <        > 

  <        > 

  <        > 

  <        > 

  <        > 
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令和３年８月 日 

恵那市長 小坂喬峰 様 

岩村地域自治区運営協議会 

会長 西尾 公男 

 

岩村城跡の保存・整備に関する要望 

  

岩村城は、日本三大山城、日本百名上の一つに数えられる日本有数

の山城であり、標高 717ｍの城山の山頂一帯に大規模な石垣造の城跡

が良好に残り、その主要部分は岐阜県史跡に指定されています。 

この貴重な文化財を国の史跡指定を目標に保存・整備し、観光資源

として活用していくことが重要です。 

2019 年に岩村城跡保存整備基本構想が策定され、さらに 2021 年に

恵那市歴史的風致維持向上計画（第二期）が策定され、石垣の修理等

が計画されていますが、今後の整備等について以下のとおり要望い

たします。 

記 

１．六段壁前の電柱撤去について 

  岩村城跡の中で六段壁は観光ポスターやパンフレットに活用されるほか、

各種メディアで紹介される一番の写真スポットですが、六段壁の前にある

私有地の電柱が景観を損ね、多くの観光客の方からクレームが入っていま

す。これまでに電柱撤去の交渉がされたと聞いてはいますが、撤去されない

まま今日に至っています。 

  観光客の皆様に六段壁の醍醐味を楽しんでいただくために、電柱の早期撤

去をお願いいたします。 

 

２．岩村城石垣のデータによる保存管理 

  岩村城の石垣は大地震等で崩落する危険があります。現在の石垣の状態を 

データ保存し、原状復帰できるようお願いいたします。 

-9-



３．岩村城石垣の修理 

岩村城の石垣修理は恵那市歴史的風致維持向上計画（第二期）に掲載されて 

いますが、具体的な修理計画を岩村地域自治区運営協議会へ情報提供願いま 

す。また、修理完了箇所の実績報告についても情報提供願います。 

なお、六段壁の一部など危険箇所については早期修理をお願いします。 

 

４．岩村城登城道の整備 

岩村城登城道の整備について、畳橋付近など登城道が著しく損傷している 

箇所がありますので、早期改修整備をお願いいたします。 

 

５．市道岩村城登城道の整備について 

国道 257 号線から岩村城跡につながる市道岩村町 277 線及び市道岩村町 185

号線は狭隘道路で支障木の枝打ちなど一部住民ボランティアが対応してい

ますが、登城される観光客の皆様に不便をかけているのが現状です。 

観光に来られた方が安全に走行できるよう市道の補修整備をお願いいたし

ます。 
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令和３年８月 日 

恵那市長 小坂喬峰 様 

岩村地域自治区運営協議会 

会長 西尾 公男 

 

岩村城址公園の整備に関する要望 

  

岩村城址公園は、岩村城跡の登城口として多くの観光客が訪れま

す。岩村城址公園内には歴史資料館、民俗資料館、太鼓櫓、駐車場（広

場）、下田歌子勉学所、三好学銅像、弁財天、旧キャンプ場などがあ

り、観光スポットとしてだけでなく地元住民の憩いの場として親し

まれています。 

近年では、朝ドラ効果やお城ブームなどの影響により、観光客が増

加傾向にありましたが、昨年度は新型コロナウィルスの猛威により

観光客が激減し、観光に大きな影響を与え、未だこの状況が継続して

いる状況です。 

こうした中、新型コロナウィルス終息後の観光戦略が必要となり

ますが、中長期的には 2027 年のリニア中央新幹線開通に期待が高ま

っており、リニア中央新幹線の開通を見据えた観光地の環境整備が

必要となります。 

そこで、岩村城址公園を体験等含めた観光スポットとして整備を

行いたいと考えますので、格別なるご支援ご協力をお願いいたしま

す。 

記 

１．岩村城址公園の整備・活用構想に関する助言・指導について 

現在岩村城址公園内の施設は市（生涯学習課及び観光交流課）で管理されて

います。 

岩村城址公園の活用整備について、（一社）恵那市観光協会岩村支部を中心

に構想を考え、岩村地域自治区運営協議会で町全体の合意形成を図ったうえ

で市への要望をしたいと考えています。 
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この構想策定にあたって、市の所管課（生涯学習課、観光交流課等）と調整

しながら進めたいと考えますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

２．私有地の買収について 

  現在城址公園内には私有地（借地）があります。この私有地を市で買収して

いただき、将来にわたって公園として活用できるようお願いいたします。 
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岩村町では『“消滅しないぞ いわむら” 〜⼈が元気 ⼈が輝く ⼈が財産〜』をキャッチフレーズ
とし、「訪れたいまち」「住み続けたいまち」「笑顔あふれるまち」を基本理念にまちづくりを進めて
います。 

この理念に基づくまちづくり活動（ソフト事業）に対して、最⼤50万円までの助成をします。 
皆様のアイデアあふれるまちづくり活動を⽀援する事業ですので、この機に応募してください。 
（例）空き家の活⽤、特産品開発、健康づくり、伝統⽂化の継承など。 
 
■応募⽅法︓所定の申請⽤紙に必要事項を記⼊し、 

9⽉13⽇（⽉）までに岩村振興事務所へ提出してください。 
※申請書類は岩村振興事務所にあります。 

■対象団体︓岩村町内でまちづくり活動を⾏う団体（5名以上）        恵那市公式キャラクター『エーナ』 
■補助⾦額︓上限50万円/事業 
■審査⽅法︓岩村地域⾃治区運営協議会で⼀次審査を⾏い、その後市の最終審査を経て決定となります。
■お問合せ︓岩村地域⾃治区運営協議会事務局（岩村振興事務所）43-2111           
 
 
 
 ふるさと恵那応援寄付⾦制度（ふるさと納税）では、各地域のまちづくりを応援するメニューを設け
ています。この中のメニュー「岩村町のまちづくりを応援」に対して、令和２年度末時点で3,819,000
円のご寄附をいただいています。この寄附⾦の使い道は各地域のまちづくりに関係する事業で特に関係
⼈⼝（※）の増加につながるものに活⽤することとしています。 
 令和4年度に岩村町のまちづくりでこの寄附⾦を活⽤する事業を以下の要領で募集しますので、この
機に応募してください。 
※関係⼈⼝ 
 「関係⼈⼝」とは、移住した「定住⼈⼝」でもなく、観光に来た「交流⼈⼝」でもない、地域と多様
に関わる⼈々を指す⾔葉です。 
地⽅圏は、⼈⼝減少・⾼齢化により、地域づくりの担い⼿不⾜という課題に直⾯していますが、地域に
よっては若者を中⼼に、変化を⽣み出す⼈材が地域に⼊り始めており、「関係⼈⼝」と呼ばれる地域外
の⼈材が地域づくりの担い⼿となることが期待されています。 
 
■応募⽅法︓所定の申請⽤紙に必要事項を記⼊し、 

9⽉13⽇（⽉）までに岩村振興事務所へ提出してください。 
※申請書類は岩村振興事務所にあります。 

■対象団体︓岩村町内でまちづくり活動を⾏う団体（5名以上）         
■補助⾦額︓上限50万円/事業 
■補助率 ︓10/10以内 
■審査⽅法︓岩村地域⾃治区運営協議会で審査を⾏い、その後市の確認を経て事業を決定します。 
■お問合せ︓岩村地域⾃治区運営協議会事務局（岩村振興事務所）43-2111 
 
ふるさと恵那応援寄付⾦「岩村町のまちづくりを応援」の PR をお願いします。 
恵那市外にお住まいの⽅で、岩村町出⾝の⽅、友⼈などのお知り合いの⽅がありましたら、是⾮ともこ
の制度の PR をお願いします。ふるさと納税ポータルサイトのふるさとチョイスから申し込みができま
す。 

令和４年度地域のまちづくり活動事業の助成団体を募集 

令和 4 年度ふるさと恵那応援寄付金活用事業を募集 
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